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認 まで,

1毛駅まで約2時間。
聰 田道8号線で湖 ヒまで,
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―お問い合わせ―

湖北町商工会
■,230611壺 賀県長浜市湖北口1速 メ :つ をし

TEL(0749)78-2121 FAX(0749)フ 8-1300
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戦国のコマンがtづ く曇史口廊

摯こ琶湖に鼻まる■を持った旅人

雄人な自然を■じなが ら歩く湖北の通

受け継がれてきた伝統の祭り

湖北はいつてt旅人をあたたかく迎えてくれます。
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お市羊かん
(冬期限え)

えびユ煮
松井奥ヤ子

まんぶく丸

ね丼夫智子

(羽いまちづ〈り湖メヒ
長浜市湖 ,ヒ町■腱596-1
モ播:074ワータ8-2469
秦 燎々と行く「出リヒ歴史た行」
htt,://chachahlme.net
(春 燎々グツズや
嗅日円逹グッズが着Aり

お丼美智子

長浜市議光町走勝キ1478
竜治:090-3728-8138
ネえ巣業尋
長浜市湖メヒ町↓本‖35
モ静:0749-タ ワー0020

●湖魚食品ネ薇店補

魚友商店
長浜市議メヒ束え上町52
t治 :0749-夕 9-0273
鏡商店
長浜市議リヒ町え上83
モ播:0749-79-0278
浜丼食料品店
費浜市議,ヒ町海老湮 12

億翼卜:0749-夕 9-0201
喘口晨

長浜市親,ヒ町几■282-19
電話:0749-7ワー1025

` | 11■
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認賞彙l鋤   =
松井美智子    碁 最々まんじゅう

湖北町産の六亘を
使つています。

もちどら茂丼二姉妹
本え製共輔
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ネイチャースポット

厄設では 2階の観察室
―ルドスコーフや双眼

つて水鳥を観察するこ

きます。 また、研修室

お話を聞いたリ ビデ

0有

近江湖 の辺の道 〈60分 )
苦宮山古墳―山本山城跡‐・ 古保利古墳群
編 ―l14-‐ 古保利古墳群
苦宮山古壇から西野水遭まで90分
若
=山
古■から餞ヶ岳まで輛

木之本
至木
´査
IC至高

見リ

日

1
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虎御前山
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至長浜LC

サ継力■rる伝統 行事

録午お盆の時期に飯開神社に

う冠に「かるさん」というズボ

らが室町時代の流れを伝える摯:

…
1月 から 3月 にかけて集落ごく

尾上港と片山港の入り

公園。 水生植物が群生 t

を満喫できます。 野鳥 1

雪空の下で

にも最適です。沼の周

柳が植えられています。

拓
　」

小谷城戦国歴史資料館は

史跡小谷城跡内にあった施

設をリニューアルし「戦国

大名浅丼氏と小谷城」をテ

ーマにした資料館です。戦

国大名浅丼氏と浅丼長政

お市の方、茶々 初 小督
の三姉妹や浅丼―族、家臣[

城である史跡小谷城跡をテー

● 074978‐ 2320 ● 明鋤か
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妨ヽ跡

、 ▲え
小谷山

l山地や野坂山系が見えます。南東には鈴鹿山脈や伊吹

長浜の街並みと視界が広く すばらしい眺望です。

胡底遺跡の謎をめ

ダ

一

9月 1日 に伊豆神社で行われ

る祭り。神社の式年や国の祭興な

ど特別な行事がある時には「青物

御興」と呼ばれる造り御興が出さ

れます。又、同時に Rよ思 」ら (幡

母衣)武者行列」が行なわれます
これは鎧に身を固めた若者が字内

を額り歩く華やかな行事です。

月に開催されています。ふるさと祭りでは

辱年小谷城に関する講演会や資料展、大

置芸、バザー市場などの催しが開催され、

大勢の人でにぎわいます。また、祭のフ

ィナーレには浅丼家武者行列が行われ、

会場では餅まきが行われます。

・．．‘
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至虎姫駅
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至長浜
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琵 鷲期 木 鳥・ 混 地 セ ンター

1階に よ、約 50名 が収容
できるレクチャールームや研

究室があります。 2階には展
示室があり、各種のパネル展

示や 3階のカメラがとらえた
最大 66倍の追力ある画像を
大画面で見ることができます。

3        3       0
0

湖 北 野 鳥 セ ンター

小谷 城 戦 国歴 史 資料 館

水鳥公国内に建てられた湖北

の新名所。 水鳥の形の建物が特

徴的な湖北の特産品を販売して

しヽる道の駅です。

湖北特産の農林加工所や直売所、

レストラン、展望室など 。 長
浜市 湖北町商工会、」A北び
わこ、農産物直売組合の 4者協
同ならではの、安心 充実の設
備で 活力ある地域交流を目指
しており、日の前の美しい琵琶湖、

美しい自然と素朴な人情は訪れ

た人々の心に残ります。

野 田沼 緑 地 な 園

`卜谷 山

E
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′ヽ 朔 大 和 9月 】

′
|ヽ谷城ふるさとまつり 【lo月

クリレメ の集 い 【2月 】

県外からも多くの観光客が訪れ

る、冬に開かれる淡水魚を使つた

郷土料理の集い。「フナのこまぶし」
「うなぎのしゅんじゅん (すき焼
き)」 「しじみ汁」など湖魚の珍し
い料理がたっぶり味わえます。



史跡 。文化財

戦国大名浅丼長政が織田信

長に敗れる天正元年 (1573)

まで浅丼氏三代 50年間の本
拠地であつた小谷城は、国の

史跡指定をうけている戦国時

代の興型的な山城です。

この城は、長政が朝倉氏と

盟約の戦いに殉じた悲劇の跡。

また、絶世の美女と謳われた長政の奥方であり、信長の実妹である

お市の方やその子茶々 (淀殿 )、 小督 (徳川二代将軍秀忠夫人 )、

お初 (京極高次夫人)などが生まれ育つた城なのです。
小谷城は本丸跡から湖北―帯を一望でき、北国や美濃への交通を

おさえ京都へ通じる要衝の地でした。 」ヽ谷山全山にわたって数々の

遺構がよく保存されており、これは学術的にも大変価値の高いもの

といえます。

湖北一帯に1よ、多くの美しい観音さま

がおられることで有名です。湖Juこも何

躯かの観音様が静かに長い間、里人に

守られてきました。 その一つ岡本神社

の十一面観音様はヒノキ造りで平安後期

の作です。 観音様に |よめすらしく6本
の腕で、水瓶 薬壺 独鈷などを持つて
おられます。また、下地が剥落して木地

が出て素朴で、唇には朱色を残し切長

の目がとても美しく、総高 99¨あります。

大正 13年末に存在が明らか
になりました葛籠尾崎の東沖約

600m、 水深 10～ 70mの 湖
底に眠る湖底遺跡。そこから縄文

弥生時代の土器が次々と引き上

げられました。 それらは縄文早

期のものをはじめ、弥生土器

土師器などの他、平安時代後期

のものまで確認されています。

引き上げられたこれら百数十点

の出土品は、資料館に保管展示

されています。

●額聘    ● 074079007
0-(― ml

県下でも有数の港であり、

古い歴史とたたすまいを残

す漁港 「尾上」。 ここは、

ヒドロ炭酸鉄泉を含む温泉

で長い間、旅人や土地の人

に親しまれています。湖北

をめぐつた旅の後は、ゆつた

りと温泉につかって郷土料理

をお楽しみください。

…

宿泊施設のご案内
民 宿 丼 倉

0湖北町尾L313700749‐ 791α )809,817～

書り

'旅
館うを各

0湖北町尾L287100749‐ 79‐ 0006 0 H OoO～

尾上荘

O llllJヒ町尾ヒ313‐ 1360719‐ 79‐ 0051● 12000～

方k 會官 率■ 1占

0湖北町r尾 1312 007.19790315018.630-舶首20940～ ,

1人潟税込み |

浅丼家の祈願寺となつていましたが、

小谷城の落覇とともに、羽柴秀吉 (■口 )

によって再建され、さらに寺領は御 ‖時

代 44石余で明治初年まで至りました。
寺内に 1よ、半珈思惟像 孔雀文署
胎蔵曼茶羅など、そのほか多くの文化

財が保存されています。 0   '    3

今から約 800年前、近江源氏の山
本霧径が山本山に居城したと伝わります。

源平の争乱で源氏の勢力が復活し

近江源氏の中心となつて台頭しました。

木曽義仲と共に上洛し、平尿を西日に

追いました。 しかし 義仲が源頼朝と
対立したため、山本義経は義仲と共に

頼朝と戦い敗れました。 義経のその後の消息は不明です。 約 400年前
の戦国時代の末期に|よ阿閉貞大が居城し、浅丼氏に仕えていました。 頂

上附近には本丸 ニノ丸 三ノ丸跡や土塁がわす力Чこ残っています。

6 ! | HrtretnShr

||

脇坂安治側 よ、取 23年 (1554)
小谷山の量の脇坂谷で浅井民の家臣

脇坂安明の子として生まれました。

父安明と共に浅丼長政に仕え、小谷

城落城後は羽柴秀吉に仕えました。

16歳の時、明智光秀の丹波攻めの
軍に加わり、黒丼城城主て猛将と言

われた赤丼直正は、安治の武勇に感じて赤丼家に伝わる昭の皮で作つた

槍鞘を送りました。 この男の皮の檜鞘は脇坂家の家宝として伝わりました。

この後、賤ヶ岳の合戦で活躍し「賤ヶ岳七本槍」 の一人に数えられました。

伊部は、江戸時代のころまで、

中山道と北国街道を結ぶ北国

脇往還が通る宿場町として賑

わいを見せていました。 現在

|よその往時の賑わいはありま

せんが、本陣跡など当時の面

影を残しています。

山本山の中腹の寺院で、平安後期の聖観世音薔薩像

などの諸仏や室町時代の綱本著色涅槃図などが所蔵

されてます。

(70分 )
邁手遭‐出丸跡―金薔丸跡一番所跡→

口層EE→赤尾屋敷―桜露場跡・
大広8-本 丸お―京傾丸薄 ‐山王rtm―続
I筑:]「露群i

大圏コース (30分 )
大壼増跡‐六坊路

11尾 や跡 コー ス
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～出坂薔内
=

山崎丸跡―福寿丸跡→平属
E坂谷 脇坂薔内安治侯生

彗 ・ :_ ―■ (9o分
堀跡→清水道―知善院跡―

遺籠屋敷跡―木村屋敷跡―

虎ケ谷遭及び由韓跡―徳昌
御屋敷跡→丼簡跡―蛙岩一

三田村屋敷跡→大野木屋確

赤谷 コース

赤谷天満宮跡―Ell神社跡
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水鳥公園ウォーキンク

|

水罵公園ウォーキンクコース

河∃駅を出発し、緩やかな平野部を琵琶湖

に向かつて歩き水鳥公目を南下するウォーキ

ングコース。平野ではのどかな田口を、水

鳥公園をは最大な琵琶湖と四季折々の美しし`

自然が迎えてくれます。ゆったりとウォーキ

ングを楽しみたい方にびったりのコースです。

Om               1 000m             2 000m

l        l        l

小谷 城跡

丁 野観 昔 貞

尾 上 温 泉
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